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ヤナギ科ヤマナ ラシ亜科

ヤマナラ シ属の分類

(長谷川義人)

ヤナギ不|ヤマナラ シ亜科(POpuloideae)ヤ

マナラ シ属は，r神奈川県植物誌1988jでは

時間不足のため y たいへん不本意でず、さん

な仕上がりとなった。今回，これを少し訂

正する形で整理したいと思う 。

本属は研究者 によ っては亜属を立てず

に 5節とする説もあるが，次の2亜属7節に

分けて考えるのがよいのではないかと思

う。神奈川県に産するのは，ヤマナラ シと

由来不明のドロヤナギで s 他は移入品のポ

プラ類である。ヤマナ ラシ属の全容と県産

の種類の分類上の位置を明確にすることを

目的とした。

Subfam. Populoideae 

G巴11.Populus L 

ヤマナ ラシ亜科

ヤマナラシ属

Subgen. 1. Populus L.ヤマナラシ亜属

Sect 1. Populus 

第1節 ウラジ口ハコヤナギ節

Syn. Secl. Leuce Duby (1828) 

Secl. Leuce (印刷白'mlxロ(1郷)

本節はSect.Leuceが従来名であるが，国

際植物命名規約の自動a名Autonymの規則に

.よって， Sect. Populusとなる。この節は，次

の第2節を含めて以下のような 2つの亜節に

分類する場合がある。

Subs巴ct.Populus 

ウラジロハコヤナギ亜節

Syn. Subsect. Albidae (1905 ) 

Subsect. Trepidae Dode (1905) 

ヤマナ ラシ亜節

しかしながら ，ヤマナラシ亜節は独立の

節とすることに賛成である。

1988年に扱った種のうち第l節に所属する

ものは次の2種である。

Populus alba L. (1753) 

ウラ ジロy、コヤナギ(ギンドロ)

P. tomenlOsa Carr. (1867) 

ノ、クヨウ

ウラ ジロハコヤナギは，かつて横浜市西

区三春台の関東学院に植栽してあったが.

美しい木で，県内ほかでも見ることができ

ると思う 。ハクヨウは中国原産の種で.た

ぶん県内には移入されていない。

告ct11. Trepidae阿世g)Gom凶cz(1蜘)

第2節ヤマナラシ節

Syn. Secl. Populus 

Subsecl. Trepidae Dode (J 905) 

Sect. Trepidae N此αi(1919)

邦産で.第2節に所属する種は次の2種で

ある。

Populus sieboldii Miq. (1867) 

ヤマナラシ

P.jesoensis Nakai (1919) 

エゾヤマナラシ

神奈川県内には，ヤマナ ラシが丘陵から

山地にあるが，近ごろは普通でない。

Sect 111. Leucoides Spach. (1841) 

この節は日本にない。

Sect IV. Tacamahaca Spach. (1841) 

第4節 ドロヤナギ節

本節はドロノキ節とするも同じで この

節に所属するのは，次の種である。

Populus I/ULximoviαiI A. Hi巴:nry(1913) 

ドロヤナギ(ドロノキ)

P. sill10nii Carrier巴(1867)

テリハドロノキ(シモニードロノキ 3 移入品)

P. koreana Rehder (1922) 

チリメンドロ

チリメンドロについては日本にあると

もないとも意見が分かれていて，よくわ

からな ~) o 白 山 にあるという説(林弥栄
氏)がある。若葉はたいへん粘質で、雛質の

種。東北大学理学部柳園に植栽されてい

る朝鮮産の種を見たが， 北沢峠付近の狭
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葉をもっ厚い飯質のドロヤナギ(若木)と

はま ったく異なる 。ほぼ円形で、質薄く粘

液に包まれた香気ある芽葉をも ってい

る。

ドロヤナギは冷温帯要素の種で， 神奈川

県内の産地はl箇所で由来不明であ るo

Sect V. Aigeiros Duby (1828) 

第5節ポプラ節(セイヨウハコヤナギ節)

この節に所属するものは.すべて移入El

である。

Popllllls delloides M，u'shall (1785) 

ナミキドロ(ヒロノv、コヤテギ)

，~}'n. P viJginiClI1C1 FOlIgeroLLx (1 786) 

P.lI1oniliJera Ailon (1789) 

アメリカヤマナラシ(モニリフェラヤマナラシ)

P. niora L. var. ilCllica Duroi (1772) 

セイヨウハコヤナギ(ポプラ)

Syn. P. nigra 

¥1m: jJyra1l1idalis(Roz.)SpClch. (j 84 j ) 

PαnglliClla Aiton (1789) 

カロライナポプラ

s，y11. P. arrobi1ensis FougeroLLx(l786) 
神奈川県内にはこの内の数種が栽培され

ている。

Subgen. 2. Turanga (Bunge) Dode (1905) 

SeCL 1. Tranga [Bunge (1851)] 

Syn. Secl. EuphraLicae (Dode) 

Kimura (1938) 

Sect II. Pruinosae (Dod巴)Kimura 

(1938) 

この亜属は日本になく ，冬芽に頂芽を作

らない種で構成されていて(ちなみに，ヤ

ナギ属Sali.xは 2 頂芽を作らないで側芽で成

長を続けるに木村有香先生はPopullls属の

盟属ないしは別属にするお考えである。別

属のときはGell.Balsamit1uaGriffith (1854)と

なる。この2節はヤマナラシ属のうちで 3

もっとも原始的な節でまとめて亜属に引き

上げる考えがもっともよいかもしれない。

ケイリュウタチツボスミレが

記載された

(高橋秀男)

「神奈川県他物誌1988Jの950頁で、ケ イリュ

ウタチツボスミ Violagrvpoceras A.Gray var 

nponαとして報告したものは，最近日本ス

ミレの会の山田直樹 鈴木才H守の両氏と大

阪市立自然史博物館の岡本素治氏によ っ

て.正式に発表された。大阪市立自然史博

物館研究報告第50号(1996)に「渓流沿いに生

育するタチツボスミレの新変種」の表題で.

学名は Viologrypoceras A.Gray var. ripensis' 

N.Yamada巴tOkcUllOlOと命名された。分布は

神奈川県から山口県までの本州各地で.渓

流沿いに生え.夏葉の茎葉の葉身音15が広い

模形となること で. タチツボスミレやコタ

チツボスミレから区別される。
"./_，/_，.."./~/~/ iIØ".ノ .."./-/~/~，_/_/-/_/_，〆..，.，..-r，，，，

ニューフェイスの浮草 -

ヒナウキ クサ

(高橋秀男)

愛川町六倉の養魚池で， 1995年 6月20日に

浮草の一種を採集した。非常に小さく， ミジ

ンコウキクサではなpかと思ったが.よく見

ると根があった。その後.しばらくはそのま

まにしておいたが，今年になって神戸大学の

角野康郎先生の「日本水草図鑑」の検索表で同

定したところ， ~謀本は根が l 本しかないもの

で3 ヒナウキクサではないかと思われた。し

かし 3 自信がなかったので 2 角野康郎先生

へ，ヒナウキクサではないかと ，コメン卜し

て同定をお願いしたところ ，Iヒナウキクサ

に相違ありませんJとご返事を頂いた。ヒナ

ウキクサは南アメリカ原産，日本では東海道

地方以西.兵庫県までの聞に点々と発見され

ている程度で 3 関東ではまだ帰化は知られて

いないようであった。図鑑によると，日のあ

たる水面では緑白色だが，ハスなどの陰で生

育すると緑色を呈すると pう。本年5月3 再

びその池を訪れたところ，影も形もなく消え
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ていた。この外来の水草がど乙から.どのよ

うなプロセスで侵入し 3 繁茂にいたったの

か3 それがどうして消えてしまったのか 3 興

味深いものがある。一時的な帰化と考えられ

るが，神奈川県では新記録である。本種は葉

の裏を見ると 3 根が l本しかなく，ほかに類

似種がないので同定は容易である。ともすれ

ば，見落としがちな浮草に白を向ける と，意

外な発見があるかも知れない，と思った。

. ./.-"/.-"./_/.-"/.-"/.-"/_./.-"./.-"/..，-./ .... /.-"/.-"/AIiT./_./_ ./.-"/ .... 

コキツネノボタンお玉ヶ池に健在

(勝山輝男)

コキツネノボタン Ranunculusclunennse 

Bun巴geは日当たりの良い湿地に生える越年

草で，ケキツネノボタンやキツネノボタン

に比べて，葉が細かく分裂し集合果が長摘

円形をしている。神奈川県植物誌1988の調

査では見出されず，神奈川県レ ッドデータ

生物報告書でも絶滅種とされていた。 県立

博物館には1960年代に箱根お玉ヶ池で採集

された標本(KPM-11182HAK-5箱根お玉ヶ

1996年6月16日. お玉ヶ池にて.
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泊1965.6.26大場選之jが残されていたが，

レッドデータ生物報告書ではごれをオ卜コ

ゼヅと誤って報告 LてLまった。お玉グ組1

tJらt;{，現厚すQ可能佐:tfiJQと考;{，

1996年6月16日に身FしにI出かけてふたとご

与r アセスグ群落の中にわずかに生育して

L ザごとを痔舷認できた。お玉グ地tJ植物

長自988の調査で品 何回か歩いたが見逃して

いたようだ。今春tJ渇水てすく位が低かった

のでF 例年より品混地の中を自由に歩ぐご

とができたのが幸い Lたのであそうう c

コキツネ ノポグン IJ神奈!I/14手植物目録

白933)や神奈川県船物誌白958)1ご茅グl崎の

地名が出ており，松浦(I958)の箱根植物目

録にも記録がある。東京大学や都立大学に

は牧野富太郎らが平塚で採集した古い標本

も多数残されている。また ，奥山 (1989)は

レポート日本の植物38号に「神奈川県植物

誌Jの分布図に加える瀬谷区の植物と 〆てコ

キツネノボタンをあげている。過去の記録

が多い植物でもあり，多摩丘陵や相模J11の
低地の原野的な湿地から見出される可能性

があると思われる。

なお，オ卜コゼリ Ranunculustachuvei Franch 

et Sav.は神奈川県植物目録(I933)に谷ヶ ，

神奈川県植物誌(1958)に足柄上の記録があ

るが，標本は残されていないことになる。
γ ，Mr/.."，/_./_./.，./AIiT/AI/r/..，/.6/Ir/AI/r/_/_/.，./6I/T/..，/_ ，.，.， ... 

神奈川県の

スイレン科コウホネ属のこと

(諏訪哲夫)

神奈川県博物調査会:神奈川県植物目録

(1933) ，宮代周輔:神奈川植物目録(1958). 

神奈川 県教育委員会 :神奈川 県植物誌

(1958)，松浦茂寿:箱根植物目録(1958)に

は，スイレン科コウホネの記録がある。し

かし神奈川県植物誌調査会 :神奈川県植物

誌1988(1988)にはコウホネは全く記載され

ず，ヒメコウホネが川崎市多摩区メッシュ

に記録されている。その後発行された県立

生命の星 ・地球博物館 :神奈川県レッド



データ生物調査報告書(1995)には次の 3点

の記録がある。

①川崎市登戸 1950.3.15大場達之

②川崎市多摩区黒川 1981.8.14森茂弥(神戸

大の角野康郎氏同定)

③海老名市中新田 1988.6.15高橋秀男(i冬に

採集し人工的に開花させたjとラベルにメ

モあり)

筆者は1995年.厚木高校に残された標本

を整理レ郷土史家中山毎吉が海老名市で、

採集したコウホネ標本(高座郡海老名村

1906.7.10)を見いだした。

中山毎吉は，神奈川県博物誌調査会委員

の旧制厚木中学校教諭鈴木光治郎(旧姓石

田)と標本の交換をしており.この標本は.

「神奈川県植物目録1933J証拠標本の可能性

が高いと判断される。

この標本の沈水葉(水中葉)のサイズは長

さ25cm.ljJ;fr8cmあったのでラベル記載のま

まコウホネとして「厚木の植物1996/植物に

魅せられたひとたちJp.37に紹介し.市の植

。
ハリ
U

畿勢
d 

ヒメコウホネ.1996. 8‘26海老名市中新田

産.aガク片(長さ20mm，1隔20mm)‘b花弁(長

さ5mm、l幅1.5mm)，c:柱頭盤(直径8=)‘c1:沈

水禁(長さ28cm.1幅9.5cm司葉柄25cm)

海老名市の水路のヒメコウホネ. 1996年8月26

日海老名市史編さん室 井上真吉氏損影ー

物展にも展示した。

しかし，本年8月末(1996)海老名市史編さ

ん室の井上真吉氏より海老名市中新田にコ

ウホネの自生があるとの連絡を受け 8月初

日現地調査を行った。

生育地は2ヶ所あり.1ヶ所は15m2ほどの梢:

落をつくり黄色の花が水の流れに身をまかせ

ていた。他のlヶ所は同じ水路の下流5∞m{立

の所に3.31がほと‘の群落を作っていた。

浮葉は全くなく.沈水葉のサイズから判

断するとコウホネのように思われた。しか

し翌日標本の花を観察したところ守花径3-

4cmでめしべの柱頭盤に歯牙は認められず、

ヒメコウホネと同定した。中山毎吉標本の

形状も全く同様であった。[標本:EB海老

名市中新田 19り6.8.268JR訪哲夫]

8月28日 念のため県立生命の星・ 地球|呼

物館におもむきJJ雪山輝男，田中徳久両学芸

員とともに博物館所蔵のヒメ コウ ホネ 3点

及び北海道産コウホネ標本数点と比較検討

した。結5命はヒメコウホネであった。

浮葉があればヒメコウホネ 抽水葉(空中

葉)があればコウホネと簡単に同定できるが

沈水葉だけのとき.葉のサイズだけでは|司

定の決め手にはならず.花の観察がぜひと

も必要と考えられる。その夜，高橋秀男先
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生に電話で、伺ったところでは，同氏の採集

された個体は，中新田水路の下流のもので，

環境条件により沈水葉の形状には相当変異

が起るのではなpかということであった。

ここで，中山毎吉標本はコウホネではな

く，ヒメコウホネであったことを訂正すると

ともに 3 川崎市のヒメコウホネが埋立てによ

り絶滅した今日，県内唯一の産地として海

老名市産ヒメコウホネが永く保全されること

を願ってやまなL、
参考までにコウホネとヒ メコウホネの検

索表をあげておく 。

1 .葉は水からぬき 出て(抽水葉).長卵

形。 沈水葉はやや大形。 花径4~5c111 . が

く片は長さ2.5c111，倒卵形円頭。花弁の長さ

8mm広卵形。 柱頭盤は径6~10111111で、歯牙が

ある。 ・・コウホネ

1 .葉は水にうかび，ぬき出なp(浮葉)• 

広卵形。 沈水葉はやや小形。 花径3~4c111.

がく片は長さ 15~22111m ， Ijlffil5mm，だ円形

または倒卵径。花弁の長さ 7111m.長方形ま

たはだ円形。 柱頭盤は径4~5m111でややj皮

状の浅闘がある・ヒメコウホネ

(北村四郎他1961.大井次三郎1965などに

よる)

終りに当り，海老名市，厚木市教育委員

会.県立生命の星・ 地球博物館の関係各位

にお礼を申し上げる。
.. ， .... ， .... /..，'"."，.."，..，/ ___ ，，.，.， .... ，...，./.-r，..，，/..，，/...，.ノ.... /，.r，...，，， .. 

蛭ヶ岳のウスパサイシン

(久江信雄)

1993年5月6日の朝 p 蛭ヶ岳の急な下りを

北の焼山方面に向かつて歩いていました。

大分下った頃，山道のすぐ脇の今にも踏ま

れてしまいそうな所に 3 見たことのな p小

さなカンアオイが l株咲いていました。全

長10C111ほどで花は赤紫色，専筒内部は白い

星形に見えました。あとで調べてみようと思

い.根を残して地上部のみ採取しました。

帰宅して調べたところ それはウスパサ

イシンであることがわかりました。カント
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ウカンアオイ，タマノカンアオイ 7 ランヨ

ウアオイ.カギガタアオイ.スズ、カカンア

オイは知っていましたが.丹沢にウスパサ

イシンがあるとは知らなかったので，その

時はたいへん驚きました。

その後しばらくして.r神奈川県植物誌

1988Jという非常に詳細な資料があることを

人から聞きました。早速図書館に行き。そ

の本を調べたと ころ. 津久井2にウスバサ

イシンのプロットがあり，私はこのプロット

は蛭ヶ岳であると判断してしまいました O

この11寺以来 y 丹沢に登る時には，ウスパ

サイシンを探すことが無意識に頭に入って

いました O 同角ノ頭槽洞丸犬越路塔

ノ岳 鍋剖山 ，丹沢山， 大室止1.石棚山

稜，大滝沢 11庄ヶ丸 P 堂平 .大山などを歩

くと カントウカンアオイ .ランヨウアオ

イ。ブタパアオイはよく見っかりました。

また西丹沢にはズソウカンアオイがあるこ

とを知りました。

1995年5月は大倉一丹今沢山一蛭ヶ岳(一姫

次途中)一槍洞丸一中}IIへ。 11月は八丁坂頭

蛭ヶ岳 丹沢山一大倉へと歩き，以前ウ

スパサイシンを見つけた周囲を調べたりし

ましたが。その場所の記憶は次第に薄れて

しま p ました。

ところが.植物誌調査会のメンバーに加

えていただき.今年l月の臨時総会の時に頂

ウスパサイシン 1981年5月31日 丹沢にて.

城川四郎氏損影.



いた津久井2の標本リストを見たところ ，ウ

スパサイシンはなんと城川会長が1981年に

丹沢山で採集されているのみで 2 蛭ヶ岳に

は無いことが分かりました。これは大変な

ことになってきたと思いました。

春になり 3 ウスパサイ シンの探索を再開

しました。4月に平丸一姫次一蛭ヶ岳と歩き

ましたが 2 見つかりませんでした。1996年

5月19日の朝は丹沢山を出発し ，蛭ヶ岳一姫

次一風巻一神ノJIIへと歩きました。 3年前

にウスパサイシンを見つけていたこともあ

りF 蛭ヶ岳の下り道では細心の注意で周囲

を探しました。コイワザクラ，ムシカリ ，

ヒロノ1ツリ;'¥ナ，ワチガイソウ 2 シコクス

ミレ， イワセントウソウなど美 しい花々を

見ると ，高地での調査の労苦も吹き飛んで

しまいました。地蔵平近くに差しかかった

所で.ふと下を見ると 3 見覚えのあるウス

パサイシンがありました。20株ほども見っ

かりましたが。花を咲かせた株は無かった

ので葉と根の標本を採取し，博物館に提出

しました。

その後の経緯は後日談 として ，記してお

きましたが. こうして .丹沢のウスバサイ

シンは15年ぶりに再確認されたのでした。

後日談 (このやりとりは 県博のみな

さんと直接に話す機会が無かったので.電

子メ ールでおこないました。)

提出した標本は花が無く葉と根だけだっ

たため，その後のウスパサイシンの運命を

大きく左右するかもしれないトラ ブルが起

きてしまいました。それは.木場先生か

ら，r提出した標本を詳しい先生方に見ても

らったところ.フタ;'¥アオイでしたJ.とい

う返事をいただいたからでした。

私は直ちに.rウスノfサイシンがどうし

てフタパアオ イになるのか根拠を教え てほ

しく，また，葉だけの標本でしたが区別で

きることは明らかなので.フタノTアオイと

よく見比べてもらいたいJ.と返事を出し.

1993年に蛭ヶ岳の同場所でウスパサイシン

を石儲忍していた乙とも伝えました。

すると ，r言うとおりウスパサイシンでし

たJ，との返事が木場先生から届きました。

rr神奈川県植物誌1988jの図によるとフタバ

アオイは葉の上面のJ1民上に毛が多く 2 ウスパ

サイシンは全体に毛があるように描かれてい

て，久江氏の採集品は脈状に毛が多かったの

で目フタノ〈アオイかと思ってしまったようで

す。フタパアオイの方が s より普通種である

ので予断があったのかもしれません。標本庫

の標本と照らし合わせたととろ 3 ウスパサイ

シンの方が脈上に毛が多いことがわかりまし

たJ，とのことでした。さらに， 1992-1994年

に博物館でおこなった絶滅危慎生物の調査の

報告書では.r絶滅」と判断されているので，

今回の私の記録はとても意味深いものだ.と

言われま した。

(事務局注 さらに. 1996年9月15日に丹沢

山の ウスパサイ シンも再確認されたと の

メールが ，事務局に届きました。)

.. /...，./_/iIIIr/ ""'/~/_，ノ ...，."MIiT"...，."'-" iIIIr，，'--.ノ___ "...，."，-'"s/W，，-'''. 

コケミズ(イラクサ科)の発見

(梅木俊子)

1996年6月5日2 私の所属している植物同

好会の観察会の折.小田原市早川の'海蔵寺H

の石段の所でイラクサ科の高さ 2-5cmの小

型の植物を見つけました。アワゴケとは少

し様子が違うと思い ，採集して県立博物館

に持参したところ 3 コケミズPileapeploides 

(Gaudich.) Hook.巴tArn.とわかりま した。

標本を調べたところ ，1990年7月19日に海

老名の森百合子さんが採集された標本があ

りました。勝山先生に伺いましたところ.

庭の植木鉢の中にあ ったものを標本にした

ので.移入したものとして扱っていたそう

です。今回の場所は海蔵寺の石段の聞や脇

の湿った土の上でしたので自然に分布した

ものと考えられます。

図鑑には，r葉は対生，円形で全縁。葉の

表面には毛があり裏にたくさんの褐色の点

がある。茎は水分が多く柔らかで無毛。花

今
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コケミズ. 1996年6月12日.海蔵寺にて.

は葉服にたくさんかたまってつく 。」とあり

ますが，このたびの物は葉の裏の点が褐色

ではないので，今後も観察を続けようと思

います。

本州(山形県以南)，四国，九州.琉部。

世界の熱帯，亜熱帯に広く分布しています

が，これまで神奈川県か らは報告がないの

で，県新産と思われます。

なお ，海蔵寺の裏山のアカガシとウメの

木にオオパヤドリギが付着していましたこ

とも .併せて報告いたします。

./Mr/~/Ar/Ar/AF/AF/AF/Ar/4r/AF/Ar/Ar/AF/AF/AF/Ar/Ar/~ 

二宮のクチナシグサ

(山本絢子)

二宮町百合が丘2丁目のパス通りで.20数

年前から生えていた植物で，帰化植物では

なL功ミと， 何度も調べましたがわからず.

そのままになっていたものがありました。

1995年5月13日の植物誌調査会総会に咲き残

りの花を持参し，城川先生にお見せしたと

ころクチナ シグサMonoclJaslIlC/japonicl.l1Jl 

(Maxim.)Makinoとようやくわかりました。

クチナシグサは。神奈川県植物誌(1958)

に記録がありますが.神奈川県植物誌1988

では発見されていません。別名をカガリ ピ

ソウというゴマノハグサ科の植物で，丘陵

地の日光のさしこむ林に生育します。クチ
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ナシの実に似ている ことからクチナシグサ

の名が付けられたそうです。

クチナシグサの名前はどこかで聞いた記

憶がありましたが 。ごく近くに生えている

ものとは考えもしませんでした O 県植物誌

に載っていない種が歩いて2-3分の所に生

えていたのには驚きでした O

1996年3月18日に見に行きましたが，株が

小さ く根元の鱗片状の葉がわずかに伸びて

pるだけでした。4月12日には開:{Eしていた

ので標本を採集しました。7月4日に果実が

どうなっているのか見に行きますとほとん

ど1古れかかっていました。果実は背1-1コの部

分が割れて種子が見えていました o 8月にな

ると，クチナシグサのあ った痕跡すらあり

ませんでした。

以前は道ぎわまで生えていましたので.

今よりも個体数は多かったように思います

が。現在でも.まだまだたくさんの株が

残っています。図鑑では半寄生の越年草と

されていますが，何に寄生しているので

しょうか?(表紙写真参照)
町 .."AF'''''_'.-r.ノAr/_，Ar，ArJAF，_/_，Ar，_，即-，-"

クマシデにヒノキパヤドリギ

(金井和子)

1996:9三4月24日.秦野市の南が丘公園に

て.クマシデの木に見慣れぬヤドリギの仲

間を見つけました。 さっそく調べたとこ

ろ.ヒノキJ~.ヤドリギKortlJ alse/lajaponica 

(Thunb.) Engler とわかりました。

図鑑を見ると「宿主はツバキ ヒサカキ ，

サザンカなどの常緑樹を好むJと書いてあり

ますので，不思議に思い.翌日まわりをよ

く調べたところ ありました!宿主を今に

も枯らしてしまうと思われるほどヤブツバ

キにピッシリと寄生していました e，

最初に見つけたクマシデの木とは3mと離

れていませんでした。ヤブツバキに寄生して

~ )るヒノキノくヤドリギは深L取唱をしていま

すが クマシデのものは日焼けをしたように

褐色をおびた緑色で個体数も少なく，じきに



ヒノ キノfヤドリ ギ.

?商えてしまいそうに思いました。

その後，何度か見に行きましたが，クマ

シデのものも個体数をふやしており落葉樹

でも繁殖力の強さを感じました。

花は非常に小さく 6月中旬に見られまし

た。もう少し早くから咲いていたようです

が 3 あまりにも小さく見落としていたよう

です。

神奈川県植物誌1988によると 3 県内では

鎌倉で採集された古い標本が横須賀市自然

博物館に残されていますが，当時の調査で

は標本が採集されなかったように記されて

います。その後， 1994年に採集された標本

が県博におさめられていますが，乙れは

茅ヶ崎市内で伐られ，捨てられていたツバ

キの枝に寄生していたもので生育場所は特

定できていません。

ヒノキパヤドリギは公園の植栽木や庭木

についている ことが多いので県南部では今

後も見つけられる可能性があります。
"/~/~/"/"/_/_'_/ßIIr/_/_/ .... /_/_/.，/_/_/_/ 

愛川町にホソパミズヒキモ健在

(苅部治紀)

神奈川県内での記録がほとんどな く， 神

奈川県レッドデ タ生物調査報告書では絶

滅種 として扱われたホ ソパミズ ヒキ モ

POlamogelol2 ocyandrus Poiretを愛川町で確

認したので記録しておきます。

本種は，一般には水路などに普通に見ら

れるものですが，県内からの記録はわずか

で，標本は多摩川|からの浮葉のないタイプ

(pわゆるナガレミズヒキモ)と思われるも

のが残されているのみで，あとは文献中に

名前が出てくるだけでした。今回発見した

場所は愛川町の中津川左岸の下谷地区を流

れる元用水路.現在はドブになりかけの水

路で，現在のところ一帯に広く見られ各所

にitf落をつく っています。

愛川町の産地は昆虫の調査中に訪れたも

ので， 2年ほど前から本種の存在には気が

ついていたのですが，先日たまたま博物館

で、勝山さんと水草の話をしていたところ ，

県内の確実な記録がないことを聞き，あわ

てて採集してきました。

高地ではコカナダモ ・エどモなどと混生

しており現在のところ優占遁で、すが .家庭

排水が流入しており ，先行きが心配されま

.す。なお，この用水路の流れが早いためか

浮葉はほとんどみられません。標本は1996

年 8月21日に採集してきました。

(事務局注 苅部氏は県立博物館の昆虫担当

の学芸員です。)

町-，.".".，/-，-/-/-，-，-/_.ノ-，...，.，...，，-/-/-/

コハチジョウシダの新産地が見つか

りました

(田中一雄)

「神奈川県レッドデータ生物調査報告書J
にも記載されておりますが、 コハチジョウ

シダは神奈川県ではたいへん珍しいシダ

で、 神奈川県が北限産地 となっています。

1958年以来、約30年ぶりの1987年に、私が

小田原市風祭にて再発見したとき には約60

株の生育を確認しましたが、それから8年を

経た1996年8月に久しぶりに観察に出かけま

したと ころ、その谷のみで100株ほどに増え

ておりまし て、生育範囲も広がってお りま
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した。

その沢の水系を観察して行きましたとこ

ろ、群生地の一本南側の谷にも 11株の小群

落がありましたが、周囲を笹や潅木に覆わ

れて、時くなりつつありましたので、枝や

笹を切り払って光が十分あたるようにして

おきました。コハチジョウシダは環境さえ

整えば、思ったより繁殖力が旺盛なシダの

ようです。この産地は第一の群生地と同じ

早川水系に属しております。

1996年6月12日に「神奈川県植物誌、改訂

版J用の標本採集に出かけた折に、 小田原市

久野の山王水系で、標高約180mのス ギ植林の

東向き斜面の明る い林床に11株の小群生地

を発見しました。

この生育地は第一の群生地から北東に約

500mほどしか離れていませんので、ことに

よったら南風に乗って第一の産地から胞子

が拡散した結果かも失[1れないとは思うので

すが、水系が異なりますので、明らかに新

産地と言 うことができましょう。

新産地は、わず、か数100mとはいえ第一の

産地から北に位置しますので、エリアとし

ては閉じOD-2ではありますが、小田原市久

野産が北限新産地となりました。

，.，./..，/AIIT，...，/_ /..，/AIIT/""/"""〆.."..."..."_，.."AI/T/..."".."..，，

神奈川県植物誌調査会

1996年度総会報告

(事務局)

去る4月21日，平塚市博物館で1996年の総

会が聞かれました。まず，1995年度の事業

報告と決算報告がなされましたが ，事務局

の準備が当 日に間に合わず，会計監査は後

日おこない，本誌上で報告されることが承

認されました。次に， 1996年度の事業計画

と予算案が審議され，可決されました。

続いて ，小崎氏が標本の作り方について

解説し ，見分けにくい植物について ，城川

氏がヤマハンノキとケヤマハンノ キ シラ

ゲヒメジソと ヒメ ジソ ，ケイワタノTコとイ
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ワタバコ ケハ リギリとハリギリについ

て.北川氏がコア七、ガヤツリとその近縁種

について.J]0山氏が卜ウゴクヘラオモダカ

とヘラオモダ力。ニッコウコウガイゼキ

ショウとその近縁種 .スゲ属数種につい

て，木場氏が 1ミゾイチゴツナギとその近縁

種についてミニレクチャ ーを行いました。

さらに.植物誌改定のための調査の進め

方について勝山氏が概要を説明し 各調査

ブロックに分かれて.調査の進め方につい

ての話し合いが行われました。

く)1995年度 事業報子

1995.5.13 年度総会(県立博物館)

lり95.6.20 フロラカナガワ40号発行

1995.615 野タj-!ijf究会(小田原石垣11J)

1995.7.1 運営委員会(~酎勿誌改訂作業のための

検討会 :県立博物館)

1995.91 運営委員会(~副勿誌改訂刊嘆のための

検討会:平塚市博物館)

1995.10.10 野外研究会(丹一却す呈ヶ岳)

19%.1.5 フロラカナガワ41号発行

19%.1.27 I臨時総会(~\剖勿誌改訂へ向けての発

会式:県立博物館)

. r籾山泰づも生卒寿記念論文集約販売継続)

. r神奈川県レッドデータ生物調査報告書Jの
!版坂売(はt継品断断;品続色元売

.丹沢大山自然環境調査(植物相)への協力

(継続)

.神奈川県立博物館の情報システムへの協力

(継続)

-長野県植物誌への協力



01996年度運営体制

顧問 籾山泰一

代表 城川四郎

運営委員事 秋山 守， 内田藤吉，大場達之 T

太森雄治 ，小崎昭則 ，小原 敬 .

笠原基知治，北111淑子， 小林純子，

鈴木一喜， 諏訪哲夫 ，高橋秀男 ，

西山清治，根本 平，長谷川義人，

浜口哲一 ，早川亮太 ，守矢淳一，

村上司郎・山本明

作業委員日 各ブロ ック事務局と執筆予定者

事務局 勝山輝男 ・木場英久 ・田中徳久

*運蛍委員は、予算・決算と事業計画、会

の運営を審議する。

**作業委員は、植物誌の改訂の作業をお

こない、各ブロックの事務局と執筆予

定者で構成される 。執筆予定者は運営

委員・各ブロ ック事務局の自薦 ・他薦

で選出する 。

く>1996年度事業計画

フロラカナガワの発行

(年3回，4月 '8月 12月頃を予定)

附捺111期甜婦古19部』改訂のための検討 ・調査

野外研究会

f籾山泰一先生卒寿記念論文集』の版売

(継続)

丹沢大山自然環境調査(植物相)への協力

(継続)

神奈川県立博物館の情報システムへの協力

(継続)
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会計監査報告

(会計監担討E当 守矢淳一・長谷川義人)

4月の総会時にできなかった，監査報告を

いたします。監査の結果 y 現金，帳簿等は

適正に管理されていました。
F/""/""'/"'/.Mr/_/.Mr/.Mr/""/""/""/""/""/"'/AIT/_/..，/.Mr/~ 

一新刊書紹介一 (事務局)

厚木市博物館資料集NO.8厚木市荻野の植

物II丹沢植物調査団編. A4版131ページ.

厚木市教育委員会発行.

厚木市で、は市の博物館の展示のための基

礎調査として ，荻野地区の植物相と植生を

調査してきた 。その第一報として昨年

(1995年H厚木市荻野の植物rJが出され

517種類の維管束植物が記録された。今回

はその続報で，812種類の植物が記録され

ている。維管束植物のリストの他に2 植物

の研究史 p 分布上特色のある植物や稀産種

の解説，植物ごよみ 3 コケ植物とキノコ類

のリストがまとめられている。巻頭には6

ページにわたって植物のカ ラー写真が色を

添えている。調査は厚木ブロックの まとめ

役をしている諏訪哲夫先生など厚木市博物

館準備室のメンバーが事務局となり y 丹沢

植物調査団(団長，高橋秀男)を結成して

行っている。入手したい方には有料販売さ

れる。値段は4400円。問い合わせは厚木

市教育委員会文化財保護係TEL0462-23-

9558へ。
F/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_，_，_/_/_/_/_，~ 

一言卜報一 (城川四郎)

去る， 9月7日，交通事故で、内田藤吉先生が

逝去されました。米寿を目前のご高齢にも

かかわらず，なお嬰錬として研究にいそし

まれ，後輩の指導に力を注いで惜しまれな

かった内田先生を ，思いがけぬ事故で突然

-478 

失ったのはpかにも残念至極です。先生の

ご活躍の数々をこ こには記しませんが 会

員のみなさんのすぐに目につくところでも

本誌NO.42表紙のアケボ ノシュスランの写

真があり ，NO.32のスハマソウとウスギオ

ウレン ，NO.29のホソパノアマナの写真な

どもあります。先生のご冥福をお祈り申し

上げたいと存じます。

F，_ /_ /_ /..，/..，/.-/...，/.-r/...，./_，〆..，/Ar/_ '_ /_ /_ /.Mr，A

編集後記

シーズン中は忙しく出歩かれていた会員

のみなさまも 3 秋になって，そろそろ標本

の整理を始め られている頃ではありません

か。毎週第2水曜日に，小田原の県立博物館

で県植物誌のための標本の整理 ・同定作業

をおとなっています。もちろん，この日以

外でも，あらかじめ学芸員と連絡をと って

から，標本をお持ちいただいて結構です。

県立博物館に 3 標本を提出してくださる

ときに ，わざわざ，時間をかけて分類順に

並べ直してからお持ちになる方がいら っ

しゃいますが，むしろ同じ日に同じ場所で

採集された標本をひとまとめにしていただ

くと ，その後の整理の都合上，とても助か

ります。

前号でも，お伝えしたことですが，標本

ラベルのデータはコンピュー タのデータ

ベースに登録します。これは各ブロックの

事務局で行ないますが，結構手間のかかる

仕事です。ワープロやパソコンに慣れてい

る方は，標本のデータを次のようなフ ォー

マットで入力し ，標本と一緒にフロッピー

ディスクも提出し てもらえると助かりま

す。「採集者の標本番号，和名.調査メッ

シュ， 地名，標高，3次メ ッシュ コード.採

集地の環境，採集年月日採集者氏名J
また ，FLORA KANAGA W Aでは，新産

地情報 3 植物誌改定のための各ブロ ックの

活動状況など ，会員のみなさまからの投稿

をお待ちしております。




